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「
道
の
駅
」
の
制
度
が
発
足
し

て
以
来
20
年
余
が
経
過
、
１
０
５

９
の
駅
が
登
録
さ
れ
る
ま
で
に
好

評
を
得
て
き
て
い
る
。当
初
の「
休

憩
」「
情
報
発
信
」「
地
域
の
連
携
」

の
３
つ
の
機
能
に
「
防
災
」
機
能

を
加
え
る
動
き
や
「
地
方
創
生
」

の
拠
点
に
す
る
動
き
が
み
ら
れ
る

こ
と
は
時
代
の
要
請
に
沿
っ
た
も

の
で
あ
る
。「
道
の
駅
」
が
新
た

な
ス
テ
ー
ジ
へ
進
化
す
る
に
は「
道

の
駅
」
を｢

道｣
と
「
駅
」
に
分

解
し
夫
々
の
原
点
に
立
ち
返
っ
て
、

点
か
ら
線
・
面
へ
の
視
点
を
勘
案

し
つ
つ
そ
の
在
り
方
を
検
討
し
再

構
築
す
る
こ
と
が
大
切
だ
。　

　

手
元
の
新
漢
語
林
に
よ
る
と
、

『「
道
」＝
行
＋
首
。
音
符
の
首
は
、

く
び
の
意
味
。
異
民
族
の
首
を
埋

め
て
清
め
ら
れ
た
、
み
ち
の
意
味

を
表
す
』
と
あ
る
。
フ
ロ
ン
テ
ィ

ア
を
拓
い
た
「
道
」
に
畏
怖
の
念

を
抱
い
て
接
し
て
い
た
様
子
、
更

に
は
感
謝
の
念
が
読
み
取
れ
る
。

待
望
久
し
か
っ
た
高
速
道
路
も
、

供
用
さ
れ
る
と
そ
の
恩
恵
を
忘
れ

他
地
域
の
ミ
ッ
シ
ン
グ
リ
ン
ク
に

対
す
る
理
解
や
支
援
を
期
待
で
き

な
い
昨
今
隔
世
の
感
が
あ
る
。

「
み
ち
」
に
は
、道
の
他
、路
、途
、

径
、
美
知
、
未
知
等
の
字
が
当
て

ら
れ
る
。
み
ち
の
「
み
」
は
接
頭

語
、「
み
ち
」
＝
「
ち
」
で
あ
る
。

「
ち
」
が
交
差
し
分
岐
す
る
所
が

「
ち
ま
た
」
で
、「
ち
ま
た
」
が
賑

わ
い
、
そ
こ
に
市
が
出
来
、
集
落

が
出
来
、「
ま
ち
」
が
形
成
さ
れ

て
き
た
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。「
み

ち
」が
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
さ
れ「
ち

ま
た
」
や
「
ま
ち
」
が
更
に
発
展

す
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。　

　

ま
た
、
新
漢
語
林
に
よ
る
と

『「
駅
」
＝
馬
＋
尺
。
音
符
の
睪

（
え
き
）
は
、
つ
ぎ
つ
ぎ
に
た
ぐ

り
寄
せ
る
の
意
味
。
馬
を
次
か
ら

次
へ
と
手
繰
る
様
に
し
て
乗
り
継

ぐ
た
め
に
用
意
さ
れ
た
所
、
宿
場

の
意
味
を
表
す
』
と
あ
る
。「
駅
」

と
い
え
ば
当
初
「
停
車
場
」
と
呼

ば
れ
た
鉄
道
の
駅
の
感
が
あ
る
が

「
駅
」
の
ル
ー
ツ
は
道
に
あ
る
。

「
道
の
駅
」
の
価
値
は
車
が
停
ま

り
車
の
利
用
者
と
地
域
と
の
接
点

が
出
来
た
こ
と
に
あ
る
。
宿
場
の

様
に
く
つ
ろ
ぎ
滞
在
し
得
る
魅
力

を
「
共
創
」
し
、
老
若
男
女
・
多

く
の
人
を
た
ぐ
り
寄
せ
ら
れ
る

「
地
方
創
生
」
が
望
ま
れ
る
。
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「
道
」
と
「
駅
」
の
原
点
か
ら

　

東
日
本
大
震
災
の
翌
年
「
被
災

体
験
を
語
り
継
ぎ
復
興
の
役
に
た

ち
た
い
」
と
、
東
北
６
県
の
高
校

生
中
心
に
「
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
サ
ミ

ッ
ト
in
東
北
」を
開
催
し
て
３
年
。

大
学
生
に
な
っ
た
今
、
福
島
の
復

興
を
推
進
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
ハ
ッ
ピ
ー

ロ
ー
ド
ネ
ッ
ト
（
西
本
由
美
子
理

事
長
）
メ
ン
バ
ー
を
中
心
に
、
福

島
県
広
野
町
に
新
し
い
希
望
を
と

「
道
の
駅
ひ
ろ
の
（
仮
称
）」
設
置

の
企
画
に
参
加
し
た
い
と
、
大
学

生
の
考
え
方
を
ま
と
め
て
４
月
、

太
田
昭
宏
国
土
交
通
大
臣
や
深
澤

淳
志
道
路
局
長
を
訪
れ
、
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
し
た
。

　
「
道
の
駅
ひ
ろ
の
」
の
企
画
は
、

ハ
イ
ス
ク
ー
ル
サ
ミ
ッ
ト
で
出
会

っ
た
高
校
生
た
ち
が
大
学
生
に
な

り
、
新
た
な
仲
間
23
人
と
共
に
見

出
し
た
、
同
県
沿
岸
部
の
復
興
へ

向
け
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。
広
野
町

は
東
電
の
福
島
第
一
原
発
か
ら
約

し
、
大
臣
や
局
長
と
の
懇
談
が
実

現
し
た
。

　

学
生
た
ち
の
提
案
の
中
心
は

「
ひ
ろ
のR

e-Born

計
画
」
と
名

づ
け
た
復
興
計
画
で
、
帰
還
者
を

中
心
に
据
え
る
よ
り
、
観
光
地
化

す
る
こ
と
で
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
促

進
し
、
間
接
的
に
生
活
基
盤
の
再

生
を
目
指
す
と
い
う
。
そ
れ
に
よ

り
帰
還
を
促
す
好
循
環
に
つ
な
げ

た
い
考
え
。
そ
の
中
核
に
「
道
の

駅
」
を
位
置
づ
け
よ
う
と
い
う
狙

い
が
あ
る
。

　

災
害
か
ら
の
復
興
を
願
い
観
光

化
し
よ
う
と
い
う
の
が
計
画
の
原

点
だ
け
に
、
道
の
駅
を
防
災
拠
点

化
す
る
コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン

シ
ス
テ
ム
や
地
域
冷
暖
房
な
ど
の

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
や
ア
イ
デ
ア
が
構

想
に
ち
り
ば
め
ら
れ
て
い
る
。

　

学
生
た
ち
の
熱
の
こ
も
っ
た
プ

レ
ゼ
ン
を
受
け
た
太
田
国
交
相
や

深
澤
局
長
は
、「
学
生
さ
ん
た
ち

の
ふ
る
さ
と
復
興
へ
の
熱
意
が
よ

く
分
か
っ
た
。
夢
の
実
現
へ
活
動

す
る
こ
と
は
若
者
の
特
権
で
も
あ

り
、
大
切
な
こ
と
」
と
活
動
を
ね

ぎ
ら
い
激
励
し
た
。

　

風
力
、
太
陽
光
、
地
熱
、
小
水
力
、
バ
イ
オ
マ
ス
…

…
自
然
と
共
生
す
る
ま
ち
づ
く
り
で
全
国
に
知
ら
れ
る

環
境
モ
デ
ル
都
市
の
高
知
県
檮
原
町
。
人
口
約
５
０
０

０
人
、
県
中
西
部
、
四
万
十
川
源
流
域
に
位
置
す
る
中

山
間
地
域
で
交
通
条
件
や
自
然
条
件
は
厳
し
い
が
、「
自

然
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
町
づ
く
り
」
を
目
指
し
、
平
成
９
年

か
ら
21
年
ま
で
町
長
を
務
め
ら
れ
た
中
越
武
義
さ
ん
が

４
月
12
日
、
亡
く
な
ら
れ
た
。「
地
域
の
未
来
は
、
地

域
の
中
に
あ
る
」。
こ
の
意
味
を
国
土
交
通
省
四
国
地

方
整
備
局
勤
務
時
代
に
学
ん
だ
。

　

中
越
さ
ん
は
様
々
な
地
域
起
こ
し
を
試
み
た
。
お
付

き
合
い
は
２
年
間
だ
っ
た
が
何
度
も
町
を
訪
れ
、
ご
本

人
や
地
域
の
方
々
と
地
域
づ
く
り
に
つ
い
て
意
見
を
交

わ
し
た
。
現
場
を
見
せ
て
も
ら
っ
て
感
じ
た
の
は
強
烈

な
郷
土
愛
と
賢
い
地
域
起
こ
し
の
ア
イ
デ
ア
だ
。
中
越

さ
ん
は
住
民
に
は
必
ず
し
も
優
し
く
な
い
。
役
場
へ
の

陳
情
も
す
ん
な
り
と
は
受
け
入
れ
な
い
。
住
民
と
し
て

何
が
で
き
る
か
を
問
い
、
で
き
れ
ば
や
っ
て
も
ら
う
。

住
民
が
で
き
な
け
れ
ば
初
め
て
役
場
で
対
応
す
る
。

前
高
知
・
檮
原
町
長
を
偲
ん
で

太田昭宏国交相に道の駅への期待を
プレゼンテーションする大学生ら

深澤道路局長を囲んで大学生らが意見を述べた

海と共に生きる 追悼・中越武義さん 地域の未来は、地域の中にある 
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で
も
住
民
は
厭
わ
ず
真
剣
に
知
恵
と
汗
を
出
す
。
80

歳
を
過
ぎ
た
お
婆
さ
ん
で
も
、
将
来
の
町
づ
く
り
を
熱

く
語
る
。
財
源
は
決
し
て
豊
か
で
は
な
い
が
、
限
ら
れ

た
予
算
を
有
効
に
使
う
Ｄ
Ｎ
Ａ
が
、
役
場
に
も
住
民
に

も
染
み
付
い
て
い
る
。
予
算
が
な
け
れ
ば
県
や
国
の
補

助
金
制
度
を
い
か
に
活
用
す
る
か
に
知
恵
を
絞
る
。「
行

政
主
導
、
住
民
参
加
」
で
な
く
「
住
民
主
導
、
行
政
参

加
」だ
。「
補
助
金
は
貰
う
」も
の
で
な
く「
引
き
出
す
」

も
の
と
い
う
。
こ
の
た
め
住
民
は
主
体
的
に
地
域
を
起

こ
し
、出
来
上
が
っ
た
も
の
を
自
ら
発
展
さ
せ
て
行
く
。

　

代
表
的
な
の
は
住
民
自
ら
町
づ
く
り
計
画
を
作
成
し

た
国
道
４
４
０
号
の
拡
幅
に
よ
る
再
開
発
と
そ
の
後
の

各
種
振
興
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
。
住
民
一
人
当
た
り
所
得

は
高
く
な
い
が
、
町
の
雰
囲
気
も
住
民
も
役
場
も
い
つ

も
元
気
で
豊
か
さ
を
感
じ
る
。
地
域
の
未
来
を
、
住
民

の
力
と
地
元
の
文
化
・
歴
史
・
自
然
で
導
き
出
し
て
い

る
証
だ
。
こ
れ
ら
は
、我
が
国
の
ど
こ
に
も
潜
在
す
る
。

地
方
創
生
の
掛
け
声
が
盛
ん
だ
が
、
掛
け
声
倒
れ
の
感

も
あ
る
。
中
越
さ
ん
が
貫
い
た
ス
タ
イ
ル
に
地
方
創
生

の
原
点
を
見
る
思
い
が
す
る
。
檮
原
の
ま
ち
づ
く
り
の

行
く
末
だ
け
で
な
く
、
全
国
の
地
方
の
発
展
を
、
天
国

か
ら
ず
っ
と
見
守
っ
て
頂
き
た
い
。（
一
般
財
団
法
人

沿
岸
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
　
八
尋
明
彦
）
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20
㌔
南
に
あ

り
、
復
興
に

も
課
題
が
多

い
。し
か
し
、

学
生
た
ち
は

町
と
意
見
交

換
し
た
り
、

建
設
予
定
地

に
足
を
運
ぶ

な
ど
、
何
度

も
勉
強
会
を

開
催
。
自
分

た
ち
の
夢
を

託
し
た
計
画

案
を
策
定
し

て
、
国
交
省

に
ア
ピ
ー
ル

す
る
こ
と
に

「
帰
還
の
核
に
道
の
駅
」

「
ひ
ろ
の
」
設
置
へ
大
学
生
も
企
画
国交相に


